開店 忽々 道場破りが 現れて は 一代の 不面目と、 M と 

いふ 初段 を 頼んで、 毎日 来ても らう ことにした。 とこ 

ろが、 この 初段、 負ける と 深刻な 負け惜しみ を 言 ふの 

で、 ききづらい。 

常連 一同 忽ち 総会 を ひらいて、 稽古 を 断る ことにし 

た。 あとに 残った 弱 勢で は、 然し、 お 客の 相手が つと 

まらない。 毎日 ひっぱり 出されて 大いに 悩む のが、 僕 

である。 ところが 奇妙な 風説が 立って、 忽ちお 客が 減 

リ だした。 

二 



はんくろうと 

たが 歯が たたない。 碁の 半 玄人で、 まづ 三級と いふと 

ころ だ。 

そうそう 

この 師匠、 碁が 道楽で、 来る 匆々 まづ 一 ヶ月の 会費 

を 払 ひこみ、 近所に 結構な ものが できた、 毎日 通 ふと 

意気込ん だが、 翌日から ふつつ リ 見えない。 そのうち 

近所の 碁打ち 同志に、 今度の 倶楽部 はへ ぼ 倶楽部 だ 、 

とい ふ 風評が 行き渡り、 お 客が まったく 来 なくなって 

しまったの である。 風評の 火元 は 師匠だった。 碁 を 習 

ひに 行ったら、 あべこべに 先生に 教 へて 来たと 云 ふの 

である。 これに は 先生、 穴の 中へ もぐりたかった。 

へぼ R 楽 部。 うむ。 なんとう まいこと 言 ふ奴ッ ちゃ、 



碁会所が 繁栄す るに つれて、 お 客の 中には、 うるさ 

いこと を 言 ひだす 人が、 だん/ \ あった。 関さん の 評 

判が 悪い ので ある。 

関さん 碁が 大好き だから、 お 客 を 見る と、 まっさき 

に 合戦 を 挑み、 忽ち 夢中と なって、 あとから 来たお 客 

の 方 は 見向き もしない。 

ぼんやりして ゐ るお 客が ゐて も、 自分の 合戦 を 中止 

して、 敵 を ゆづると いふ 大 精神が 完全 にないので ある。 

勝てば 忽ち 気 を 良くし、 いや、 あなた はち よろいと 納 

まるし、 負ければ 大いにい きりたって、 負け惜しみ を 

並べ立てる こと 騒々 しい。 



合戦 中 はつり 銭 を だす 労力 も 面倒な ので、 あしたに 

してお くれやす と 云って、 見向き もしない 有様だった。 

したがって、 よっぽど 幸運な お 客 だけが、 関さん に 座 

布団 を すすめられたり、 一杯のお 茶に ありついたり、 

する だけだった。 関さん は 碁席に 寝 泊り して ゐ たが、 

来客が 揺り 起す まで は、 決して 自発的に 起きない とい 

ふ 磐石の 信念 を 変へ なかった。 

食堂の 親爺 は 金主 だから、 お 客の ぼやき をき くた び 

に、 焦る こと 一 通リ でない。 

常連 も ふえて、 有段者 も 二三 あつたが、 K さんと い 

ふ 一級の 人が、 力 はいちばん 強かった。 商売に 失敗し、 



芸で身 を 立てようと 思案 中であった から、 好機 逸すべ 

からず と 食堂の 親爺 夫婦に とりいり はじめた。 お 客の 

方へ も 手 を 廻して、 関さん をす つかり 悪者に してし ま 

つたので ある。 関さん くさって、 子供み たいに、 家出 

をして、 四 五日 行方 をく らますな どと いふ 椿事で ある _ 

そのうち 親爺 も K さんの 魂胆が 分かり、 K さんの 前 

身が、 何の某の 身内の 何の某と いふ 人物だった とい ふ 

やうな こと も 分かって、 大いに 慌て はじめた。 親爺 悄 

然として 僕のと ころへ 助力 を もとめに やって きた。 事 

面倒と 見る と、 万事 先生に 委 すので ある。 先生 そのこ 

ろ 碁の 方に いくらか 覚えが できた けれども、 腕力に 覚 



えがない ので、 大いに 弱った。 

この 碁会所 は、 元来 僕の 大 精神に よって、 断乎 賭 碁 

を 厳禁した ので、 松原 署の 特高 係 T さんと いふ 会員 ま 

でで きた ほど だ。 ほかの 碁席 は T さん を 敬遠す るので 

行けない の だ。 そこでく さった のが、 友 禅の 板 場 職人 

高 野さん だった。 山本宣 治の 葬式の 一 番 先頭に 赤旗 を 

担いだ 威勢の いい 人物 だからで ある。 「坊ちゃん」 を 

無学に したやうな、 正義 派で、 勇み肌の 快 人物 だが、 

この 碁会所の 創設から 肩 を 入れる こと 並々 でな く、 宣 

伝の ために 京都 中を龃 まわ つた もの だ。 然し 警察が よ 

くよ く 性に 合 はない と 見え、 T さんが 現れる と、 すつ 
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